
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第１５教区第３０１番長源寺 

住所：福島県いわき市平字胡摩沢１３０ 

 

寺院の被害 
・地震により、本堂、庫裡が半壊し、他の建築物が一部損壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・子どもたちの今後の健康が心配であり、将来的には後継者問題が生じる

心配がある。 

・放射能汚染の影響の有無については、分からないとしか言えない。 

・寺院所在地の放射線量についても、震災前の数値が分からないため、影

響があるのかないのかもわからない。学者も人体への影響に対する答え

が出せていない現状では、どちらともいえない。 

・法人収入が減少している。 

檀信徒の現状 
・震災で自宅に住めなくなった檀家があるが連絡先はほぼ把握できている。 

・後継者が地元に残らない檀家さんがある。 

地域の現状  － 

復興の状況 

・位牌の破損がひどく、耐震の位牌に買い替えた。 

・復旧が完了したと考えている。完全復旧は予算の問題で不可能であり、 

修繕対応で完了とした。 

（H25.9.2現在） 

 

   

左の写真は復旧工事当時の山門。現在も、建物の一部には亀裂や地震によって生じたゆがみ、隙

間などがそのままになっている。（撮影日不明） 


